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抄	 録 	 

	 	 	 23年前から青木先生の講習会を受講してパラレロコーヌスの考え

に沿って製作を行ってきました。コーヌスは軸壁を着脱方向に対して６

度にミリング製作しますがシュリッテンを用いて平行に近い面にして，

拮抗面を作って設計製作します。２３年の間にAGCを用いたテレスコープ

義歯なども製作しました。	 

パラレロコーヌスの考え方で製作し20年経過した症例を紹介したいと思

います。また、それ以前との製作の違いとコーヌスの問題点や使用する

金属などをお話しします。	 

先生方のご意見を頂ければと思います。	 


